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研究報告 
 

A 群レンサ球菌の表層に存在する鉄トランスポーターの１つである Shr の機能解析

を行ったところ，宿主ヘモグロビン(Hb)と結合して鉄を獲得していることが明らかとな

った．この Shr-Hb の結合を阻害する分子を検索する目的で，約 12000 種の低分子化

合物ライブラリーのスクリーニングを行った結果，候補となる 27 の化合物，およびそ

の誘導体からA群レンサ球菌の増殖のみを特異的に阻害する新規化合物H1を得ること

ができた．また、Shr の機能解析をさらに詳細に行うため、Shr をその機能ドメインで

ある N terminal domain(NTD) , NEAT1 domain, LRR domain, NEAT2 domain と

Shp の間でのその結合能と結合領域についての解析を行った。その結果、宿主のヘモグ

ロビンは、NTD と結合した後に NEAT2 ドメインと結合した後に、ヘム鉄が Shp に受

け渡されることを明らかとした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


